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論文内容要旨
 Inthepresentstudy,fMRIwasusedむoexplorethechangeofbrainactivationasso-
ciatedwithleamingKoreanwordswritteninHan-gulcharacters(K-words)byyoung
 Japanesea.t七wostages.Subjectswere12rlght-hande(inativeJapanesewithoutprevious
 knowledgeofKoreanwor(isandcharacters.Onthefirstdaytheyweretaughもthepro-
nunciationandmeaningof20K-words.Then,afterthefirstfMRIsessionwasover,
 theyweregivenεlsetof20cardswiththewordsandcorrespon〔iingphotographs.They
alsoreceivedatape&ndwereinstructedtomemorizethese20K-wordsperfectlyby
studyingthemeverydayuntilthedayofthesecondfMRIsession.TwofMRImeasure-
mentswereperformed,oneonday2andtheotheronday16.DuringthefMRIses-
 sions,20Japanesewordswritteninkanasyllabograms(」一words)andthe20previously
presentedK-words,aswellas20newK-words(Kn.wor(is)werepresentedvisuallyfor
 silentreading・.ThefirstJ-wordrea(iingrelativetofirstK-wordreading,thefirs七
 」一wordrea(iingrelativetothefirstexposuretothenon-studiedK-words,thesecondK-
 wor〔ireadingrelativetothefirstK-wordreading,aswellasthesecondnon-studiedK-
wordreadingrelativetofirstnon-studiedK-wordrea(iing,allshowedactivationinthe
angulargyruseitherbilaterallyorinthelefthemisphere.Inconclusion,thepresent
studyclearlyshowedthatpatternsofbrainactivationchangedasthememoryofthe20
 K-wordsbecamefixedむhroughdailyexel℃isean〔itha七readingofbothKoreanwords
 andJapanesesyllabogramseng「agedtheanguユargyruseltherbilaterallyorunilaterally.
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 審査結果の要旨
 19世紀後半以来,文字音読および文字理解に関係する領域として左半球角回領域が重要視さ
 れてきた。しかし,最近の機能画像研究では角回の文字読みや文字理解への関与について否定的
 研究が多い。この原因の1つに言語音を表す文字記号の水準が言語によって異なることが考えら
 れる。たとえば欧米語では文字単位は子音にあるが,日本語では音節(仮名の場合),あるいは
 単語(漢字の場合)である。ところで韓国ではハングル文字が用いられているが,この文字は個
 別文字は子音を代表するものの,この文字を複数個組み合わせることで1つの音節を表現する。
 各音節はおたがいに空間的に分離して書かれるため,音節文字としての側面をも有している。こ
 の点に着目したのが本研究である。
 被検者は12人の韓国語,およびハングル文字をまったく知らない日本人若年成人である。こ
 れら被検者に20個の三音節.単語をハングル文字で表記したものを用意し,その読み方および意
 味を15日間にわたって学習させている。まず第1日目にその20単語が自発的に読むことが出来,
 かつ意味も理解できるようになるまで学習させる。その後は少なくとも毎日1度この20単語の
 音読および意味理解学習を15日間続けさせる。この結果,被検者はすべて15日目には20単語
 の読みおよび意味理解に精通するようになっている。これらの被検者に対し,二日目にこの20
 単語を視覚的に提示している時の微小血流変化をfMRI(functionalmagneticresonanceim-
 aging)で測定。対照課題として,学習させていないハングル単語20個および同じ3音節の日
 本単語を平仮名表記したものを提示している時の脳血流変化を測定している。さらに16日目,
 すなわちハングル表記の単語読みに精通した段階における3種の単語読み時のfMRI測定を行っ
 ている。この結果,ハングル表記の単語読みに習熟した時(16日目)の読み,および平仮名表
 記単語の読み(2日目および16日目)において両側角回領域に選択的な脳血.流増加を認めてい
 る。この角回の活動はハングル表記単語になお習熟していない第2日目のfMRI計測では認め
 られていない。
 著者はこれらの結果から,角回はハングル表記単語や平仮名表記単語のような音節文字の読み
 に重要な領域であり,音節文字と音節(聴覚音)を連合する機能を担っていると結論している。
 本研究は新鮮な発想と新しい方法に基づいて,大脳半球角回の言語に果たす役割を明らかにし
 たものであり,学位に値するものと認める。
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